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第65回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会について
杉　山　雅　宏
平成27年８月27日、28日の両日、山形大学小白川キャンパスにおいて、
第65回　東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会が開催された。
筆者は、第３分科会「高大接続・初年次教育・キャリア教育」で、話題
提供をした。話題提供したテーマの概要については、別途研究ノートとし
て本号に紹介し、そこで言及している。
本稿では、基調講演の概要と参加した第３分科会での筆者以外の報告者
の報告内容について簡潔にまとめたいと思う。
１．基調講演
「公開・共有・相互研鑚による大学教育改革−改革もローマも一日にして
成らず−」
山形大学教育開発連携支援センター　教授　小田　隆治
（１）公開・共有・相互研鑚による大学教育改革
小田氏は2000年より山形大学の教養教育研究委員会のメンバーとなり、
FDを担当することとなり、大学教育改革に取り組んできた。
山形大学は、2008年に文部科学省の教育GPに採択された取り組みとし
て、「学生主体型授業開発共有化FDプロジェクト」を３年間実施した。こ
の間に学生主体型授業の開発と実践に努め、様々なワークショップやシン
ポジウムを実施し世に公開した。また、ビデオ教材も開発し、その成果を
世に問うた。
進学率が50％を超え、ユニバーサル化した日本の大学において、「すべ
ての学生が強い学習意欲をもっていると考えることは幻想である」という
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危機意識が根底にあることは否めなかったと小田氏は主張している。
小田氏は、「教員が何を教えたかではなく、学生が何を身につけたのか」
という、高等教育のパラダイムを転換すべき必要性を強く主張していた。
高等教育における授業法の見直しや模索、そして新たな試みの展開は、大
学の大衆化を抜きに語ることはできないとも言っていた。
大学の大衆化に伴い、全国の大学では学生の能動性を引き出すような授
業が新設されるようになった。しかし、単なるアリバイとして新しい授業
を提供していくだけでは意味をなさないと小田氏は主張する。そのように
新設された授業を、どのようにして大学の中に定着させ、質の高いものに
していくのかが最大の焦点であるというのである。
そのため、山形大学では、授業改善を目的としたFDを推進する中で、
あえて既存の授業をいかにして改善していくかを最大のテーマとしてき
た。
山形大学では、授業改善をしていくために、「学生による授業評価」「公
開授業と討論会」「FD合宿セミナー」を行った。山形大学のFDは、理論
や仕組みを構築し、それを円滑に運営し、評価点検することであった。
以下に、山形大学が実践してきた「学生主体型授業」開発過程について、
小田氏の講話をもとにまとめてみる。
（２）授業の開発・共有化について
授業を開発、共有化、改善するFDは第１期の研究・開発段階、第２期
の共有化段階、第３期の実施・持続的改善段階からなり、FDは一貫してプ
ロジェクトチームが担当することになる。
第１期は実際に開講するパイロット授業の準備段階で、授業者を中心に
新規授業法の研究・開発をする。山形大学では、学生主体型授業の開発の
ため、全国大学の類似した先行授業を積極的に参観し、先方大学の授業担
当者と議論を重ねる機会を設けた。授業はビデオに収めて研究を重ねた。
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こうしたことを繰り返し、プロジェクトチームのパイロット授業を担当す
る教員で、それぞれの個性と専門性を活かした新規授業を構想し、シラバ
スを作成した。
第２期はパイロット授業を実施し、それを毎回学内外の教員に公開し、
参観者との検討会によりパイロット授業の共有化と改善を図った。さらに、
共有化のためにガイドブック作成やビデオ版（webで公開）の作成なども
行った。
共有化の方法として、山形大学では長く培ってきた「公開授業と討論会」
をセットで積極的に実施した。授業公開だけでは襟を正すだけで、討論会
をやらないとフィードバックができないという考えに基づいている。そし
て、パイロット授業は常時公開し、学内外誰でも参加できるようなシステ
ムになっている。授業終了後には討論会を行い、次年度の新規授業の担当
者が活用できるような配慮もなされている。
ガイドブックやビデオ版の作成は、公開授業と同一時間帯に授業が重な
っている教員でも、授業参観と同様の効果を与え、共有化ができるような
細やかな配慮もなされている。このようにして、第３期に授業を担当する
教員がシラバスを完成させる。
第３期は持続的改善段階で、学内の多くの教員が実際に新規授業を実施
し、公開され討論会が開かれる時期である。
「公開授業と討論会」は、各教員が工夫した点をその他の教員に広めて
いく場として活用されたようである。また、発表会だけでなく、様々な場
面で学生の声を反映させ、更なる授業改善を模索していった。学生の反応
を分析することは怠ってはいない。
（３）雑感
学生に主体性を身につけさせるためには、授業を担当する教員の意識の
転換と、低学力・低意欲の学生をいかにして引き付けるかという覚悟が必
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要となってくると思う。
大学の授業をすべて新しいスタイル一色に染めてしまう必要もないと思
う。従来から行われている講義から斬新で自由度の高い授業まで、幅広く
様々な授業が展開されてしかるべきである。カリキュラムの中に、多様な
学問分野があるということだけでなく、多様な授業スタイルが求められて
いると考えるべきであろう。山形大学では、その授業スタイルの１つとし
て、学生主体型授業の開発と実践に努めたのであろう。
山形大学で実践された新しい授業法の開発は、単なる新しい授業の導入
ということよりも、授業を知識や技術の伝達に目標を設定するのではなく、
学生の意欲、主体性、社会性、コミュニケーション能力、リーダーシップ
の育成などに目標を置いているところに革新性があると考える。用いられ
ている学問は、これらの能力を伸ばす素材であり、教養や専門知識の獲得
を直接的な目的とはしていないのである。
山形大学の授業開発共有化の取り組みは非常に参考になる。そもそも、
このようなFDの取り組みは、教員数の多い大規模大学では可能だが、教
員数の限られた小規模の大学等では困難であると思っていた。もちろん、
小規模大学等でもそれぞれの大学や学部・学科で時代に即応した授業開発
が求められていることも事実である。他大学で行われている授業形態をそ
っくりそのまま移行することは、学生の実態にそぐわないであろうし、必
要となる新規授業を教員の個人的な努力だけに帰すことは、特定教員に多
大な負担を負わせてしまうことになる。
山形大学の実践の素晴らしい点は、FDを通じて学内外の風通しを良くし、
学内外の相互研鑽をしやすい風土を構築したことである。授業とは、研究
と同じで、試行錯誤を伴う。大学教員は、完成した授業スタイルを学生に
提示するのではなく、教員が授業に対して格闘しているリアルな姿を見せ
つけることが何よりも大切なこととなる。このように、教員が主体的に動
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くことで、学生の主体性の育成に大きく貢献できるのであろう。
２．第３分科会「高大接続・初年次教育・キャリア教育」
（１）「高大接続・初年次教育・キャリア教育」
第３分科会では「高大接続・初年次教育・キャリア教育」の学大学での
取り組みに焦点を当て、事例の交換や意見交流が図られた。
東北学院大学の片瀬一男氏は、卒業生を対象として大学教育に対する総
合的評価を継続的に行なった結果、日本の大学がユニバーサル段階に達し
た段階では初年次教育の充実が重要な意義をもつことを導き出した。
酪農学園大学の須賀智子氏からは、学生指導上も最近問題となっている、
デートDV予防の授業用教材開発経過について、実践的な報告がなされた。
これは、中学校で実践している教材を、大学生用に改良したものである。
山形大学の山本陽史氏からは、大学におけるNIE教育（教育に新聞を）
の必要性を訴える実践報告がなされた。就職活動を始めてから新聞を読み
始めても付け焼刃であり、それだけで社会参加は難しいということのみな
らず、現実的にも論理的文章を作成する際にも新聞記事の書き方は参考に
なるという重要な指摘をされていた。NIE教育は、中学校・高等学校など
では積極的に導入されている。
福島県立医科大学の福田俊章氏からは、医科大学における初年次教育と
しての「医学セミナー」に関する実践報告がなされた。医学部に入りたて
の学生に対して、医学・医療もまた社会的な営みであることに気づいても
らい、あわせて医学教育を受ける気構えを養うことを大きな目標とした講
義に関する報告であった。医師でない総合科学系教員を中心に、医学・医
療に直接携わる教員がそれに加わるという形式をとっている。
（２）雑感
高大接続という視点から、従来の講義形式にとらわれず、まずは、中学
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校や高等学校等で実践しているアクティブ・ラーニングを参考にして、大
学教育にもそれら手法を導入していこうという風潮が、どの大学にも徐々
に浸透している。「接続」するためには、今までやり続けてきたことを、
いかにして大学教育バージョンに変換していくかということでもある。
大学で学ぶべきことは、現代科学の成果を身につけることであるが、そ
れだけではない。自分たちの専門を学ぶだけでなく、人生とは何かを考え
る必要がある。
各大学の実践で共通している方向性は、学生に主体性を発揮してもらい、
教員はあまり教えない、口を出さないで学生が自ら課題に取り組むという
態度をいかに身につけるかということでであった。学びの主役が学生であ
るという当たり前のことを、私たちは忘れているのかもしれない。学生は
大学で学問と出会い、教員と出会い、仲間と出会うことなどの体験を通じ、
人間形成を身につけることが当然期待されている。主役が羽ばたくために、
いかに仕込みをじっくりしていくか、こうした姿勢を私たち大学人はさら
に身につけていかなくてはならないことを痛感した。
＜参考文献＞
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